
 

 

 
 

延期していた学校祭を10月８日（金）に行いました。各

クラスで工夫をこらしステージ発表や展示発表に取り組

み、団結力を高めました。深山樹大賞には３年生活文化科

の「アラジン」の劇が選ばれました。また部活動や家庭ク

ラブの展示発表もそれぞれの個性が表れたものになりまし

た。学校祭で見せ

た創造力と団結力

を、今後の学校生

活でも発揮してい

くことを期待して

います。 

 

 
 
10月 29日（金）、絶好の秋晴れの下、令和３年度坂下中

学校体育祭を開催しました。 

当初の日程から１か月以上延期し、今年度も参観者の人

数を制限したり健康観察等（PTA 本部役員の方のご助力を

頂きました！）を行ったり、様々な制約がある中での実施

となりました。しかし、生徒たち

は、短い取組期間も含めて精一杯

活動し、仲間と関わり、その絆を

さらに強くすることで、一人一人

が確かな成長ができる体育祭を

創り上げることができました。 
 

 
 

 
 

11月４日（木）、花馬保存会の皆様を講師にお招きし、３

年生が総合的な学習の時間に花串作りを行いました。 

花馬祭りや花串に付いている色紙や短冊の色についての

説明等を聞いた後、花串作りに挑戦しました。花馬保存会

の方に教えていただきながらていねいに作り上げました。

坂下小学校にある花馬は、３年生が作った新たな花串で飾

られました。今年も花馬祭りは中止となってしまいました

が、地域に脈々と受け継がれてい

る祭りについて学ぶことができ、

より一層「来年こそはお祭りがで

きるといいな」と思いを強くした

子供たちでした。 

 
 
 

 
 
予定より３週間遅れての10月 23日（土）に運動会を行

いました。毎日練習を頑張り、臨んだ本番。朝から元気い

っぱいな子、いつもと違う雰囲気に戸惑う子と、様々な姿

でしたが、どの子も最後までやりきることが出来ました。

新型コロナウ

ィルス感染防

止による制限

がある中での

運動会でした

が、無事に行う

ことが出来て

良かったです。 
  

    

日 曜日 行 事 名 時 間 場 所 

8 水 いきいき元気教室 13:30～14:30 坂下公民館３階大会議室 

15 水 行政･人権相談 13:30～15:00 坂下総合事務所第２庁舎 

22 水 定例区長会 13:30～ 坂下総合事務所第２庁舎 

24 金 やさか地区農業委員会・農地相談 9:30～ 坂下総合事務所 

  坂下高校２学期終業式   

  小・中学校２学期終業式   

28 火 官公庁仕事納め   

 
ご み の 収 集 日 

燃 え る ご み 毎週 月・木曜日 

燃えないごみ 12 月 1 日(水) 

資源・硬質ごみ 12 月 8 日(水) 

大 型 ご み 12 月 17 日(金) 

有 害 ご み 12 月の収集はありません 

人口と世帯数 

（令和３年 11 月１日現在） 

人口 
４，２６６人(前月比 ６人減) 

男 ２，０６３人 、女 ２，２０３人 

世帯数 １，６８６世帯(前月比 増減なし) 
 

  
慶弔のお知らせ 
10月 11日から11月 10日の 

坂下総合事務所への届出分 

 

《 12月の主な行事 》

年末は12月 29日(水)が 特別収集日 
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〇ご誕生        （敬称略） 
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11月６日（土）、やさか地区合同の公民館講座「文化歴史ウォーキング」を開催し、「明治～大正期・坂下の発展」をテ

ーマにした『高峰山を望む碑』から福徳神社、新町・東町、賤母発電所対岸、坂下駅、本町を巡る約3.2kmのコースを、

29名の参加者が約２時間をかけて歩きました。 

坂下地区郷土文化財保存会の皆さんには、「坂下の発展に尽力していただいた先人たち」「発展に欠かせなかった鉄道や

発電所の役割」「昔の坂下の姿」など、わかりやすく説明していただきました。 

見慣れた景色の中を歩くコースでしたが、知らなかった坂下の姿を知れるウォーキングになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度のやさか地区合同の公民館講座「文化歴史ウォーキング」は山口、川上、坂下の３地区で開催し、延べ 100

名を超える皆さんに参加していただくことができました。 

 

 

 

令和３年度、坂下地区で５名の方が100歳を迎えられました。内閣総理大臣よりお祝い状、銀杯が贈呈されました。 

ご家族の方と一緒にご長寿をお祝いし喜んでくださいました。今後もお元気でお過ごしください。 

   

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

    

▲小池 さと子さん（高部一）     ▲吉村 吉一さん（高部一）   ▲小幡 与しゑさん（東町） 

 

原 クニさん（矢渕）、鍵𠩤 きみ子さん（東町）はご不在の為、ご家族の方へお渡しさせてもらいました。 

  

 

文化歴史ウォーキングを開催しました 

  

１００歳を迎えられた方のご長寿をお祝いしました 



 

 

交通安全協会からのお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 年末の交通安全県民運動が12月 11日（土）から12月 20日（月）まで行われます。 

日没が早くなり、夕暮れ時から夜間において事故が起こりやすくなる季節です。車を運転される方は早めのライト

点灯を、歩行者の方は夜光タスキの着用をするなど交通安全に努めてください。 

 

令和３年度の優良運転者等表

彰（坂下地区）では、交通安全

協会坂下支部長の長瀬昌彦さん

が中部管区警察局長・中部交通

安全協議会会長の連名で交通安

全功労者として表彰されまし

た。 

 

椛の湖グラウンド横の市

道に、交通安全啓発看板を

設置しました。国道と交差

する直線の下り道です。 

スピードを出しすぎない

ように安全運転に心がけて

ください。 

10 月 26日（火）、ペットボトルの水時計の工作を行いま

した。 

お母さんたちがビーズやラメを入れて作ってくれた水時

計に、子どもたちは目を輝かせていました。 

 

毎週火曜日に開所している『やさかっこ』ですが、年末年

始は開所日が下記のとおりになります。ご了承ください。 

にぎわいプラザ子育て支援センター出張ひろば 

12月７日（火）、14日（火）、21日（火）、24日（金） 

10月９日（土）、19時から「やさかふるさと花火大会」が開催されました。約３００発(スターマイン１２

基含む)の花火が周囲の山々に轟音を響かせ打ち上がりました。 

秋の夜空に打ち上げられた花火を、多くの方が楽しむことができました。 

やさかふるさと花火大会 

■１～２回目ワクチン接種 

10 月以降に 12 歳になる方などを対象に 11 月から

ワクチン接種センターを開設しています。 

■12月から３回目ワクチン接種を開始 

２回目接種完了から８カ月経過した方から順次、

接種時期の前月に接種券を発送予定です。 

☞広報なかつがわ12月号20ページ参照 

■中津川市ワクチンコールセンター 

 ☎0573-65-5100    中津川市HP 

＜ワクチン接種後も基本的な感染防止対策を＞ 

 

新型コロナワクチン接種のお知らせ⑨ 

 

１月７日（金）、11日（火）、18日（火）、25日（火） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

19日 

 

毎月第３日曜日は「家庭の日」中津川市青少年健全育成推進市民会議 
 

・おうちの しごとは みんなで やろう 

郷土文化財保存会員 

早川
はやかわ

 英雄
ひ で お

 

▲ 「奉納 西国・四国 供養塔」 

「文政三庚辰年三月吉日 甚蔵妻」 
 高さ 100ｃｍ 幅 70ｃｍの自然石 

▲ 左は１番札所(那智青岸渡寺) 如意輪観音 

右はその裏面「明治廿四辛卯三月十七日 坂下村字

上大門願主義教院原惣太郎」と朱書きされている。 

 

 蔵田寺内にはよく整えられた三十三観音があるので、管理

をされてみえる大門館の原さんの許可をいただき令和３年５

月に調査をさせてもらいました。壱番(青岸渡寺)如意輪観音

像の裏書きに「明治廿四辛卯三月十七日」「坂下村字上大門 

願主義教院原惣太郎」とありました。二番から卅三番の裏書き

にも「願主同人」と朱書きされていました。巡礼塔の年号と同

じものでした。西国、四国巡礼満願を記念して西国三十三所観

音像を蔵田寺に納められたことになります。行者様としての

修行と地域および人々の無事安穏を強く願って行脚されたに

違いないと思われます。 

 三つ目も巡礼塔です。「西国・秩父・坂東 供養塔」「大正五

年三月吉辰」「願主原義教院 原清吉 原庄太郎 原定次郎 

原見吉 原重兵衛 吉村吉次郎」と刻まれる自然石で高さ220

ｃｍ、幅100ｃｍと大変に大きな石碑です。下部中央には聖観

音座像が浮き彫りされていて、大変に見応えがあるものです。 

▲ 蔵田寺内部 弘法大師像と三十三観音像の祭壇 

 

＜観音信仰と高部観音堂５＞ 

郷土文化財紹介 

 

 大門自治会内で川上川が鍵型に蛇行し、川上に向かう道路もこの蛇行に沿

い走っていて坂道の登り切った所に坂下で唯一のお寺、蔵田寺があります。

振り返ると南方に恵那山が美しく見られます。この部分へは上から井戸洞谷

川が流れ込み何度か蛇抜の災害が発生してきたようです。井戸洞谷川沿い上

に上って行くと大きな岩がいくつも確認されますが、蛇抜の折りに流れ出て

きたものだといわれておりその一つは磐座(いわくら)として祀られていま

す。その下方道脇には社もあります。この辺りの人達は、災害に協力して立

ち向かいながら田畑を開拓してきたと思われます。 

 蔵田寺石仏群の中にある観音信仰に関わる石造物で最も古いのは、巡礼塔

の「奉納西国・四国供養塔」で「文政三庚辰年三月吉日(1820年) 甚蔵妻」

です。江戸後期ですが、信仰心厚く健康で勇気のある女性が、西国 33 ヶ所

と四国 88 ヶ所の巡礼を満願されたのでしょう。次もやはり巡礼塔で「奉納 

西国三十三所・四国八十八所 供養塔 願主義教院」「明治二十四辛年卯三

月十七日(1891年３月 17日)」とあります。「義教院」は院号で御嶽信仰の行

者様ではないでしょうか。 


